
チェンジメーカーの育成～探究し続ける生徒と教員の育成を目指した持続可能な教育システムの開発～

愛知県立一宮高等学校 SSH第Ⅴ期研究開発の概念図

課題研究の指導教材や評価方法等の研
究や開発が自前主義にとどまっている。

⇒SSH各校がそれぞれの強みや成果
を共有したり、協働したりするこ
とで、新たな価値を創出するため
の取組が必要

「SSH課題研究教員研修会」の参加者

より「生徒の『探究の過程』や教員の
『支援（コーチング）』方法も知りた
い」という意見が寄せられている。

⇒課題研究などの探究活動の普及のた
めには、教員が指導の過程を学べる
新たな教員研修プログラムが必要

Step３

Step２

Step１

第Ⅳ期までの成果
「３年間の課題研究の指導法、評価法の確立」
「課題研究を支えるカリキュラムのマネージメント」
「大学等の研究機関と連携した科学技術教育プログラム」
「課題研究の普及、課題研究の支援者（教員）の養成」
「グローバル人材としての国際性、英語コミュニケーション力を伸ばすプログラム」
「学校全体でグローバルリーダーを育成する体制」

先
導
的
な
人
材

育
成
課
題 ・ 自作のルーブリック評価シートを用いた省察（２，３年課題研究）

・「SSH国語」⇒科学論文の作成（１年課題研究）
・「SSH英語発展」⇒英語アブストラクト作成（３年課題研究）
・「SSH数学β」+「SSH化学特論」⇒実験データの統計処理（２年課題研究）

Society5.0時代を切り拓くチェンジ
メーカーの育成に向けた取組の充実が
求められる。

⇒・データサイエンスの素養やＳＤＧｓ
の視点を持って地球規模の課題に取
り組めるグローバル人材の育成
・文理や学科を越えた汎用性のある課
題研究指導法等の検証と普及

・全教科が課内・課外で各研究機関と連携し、ワークショップを開発、実施
・日本化学会及び大学等と連携し、各科学オリンピックに参加する校内外の生徒及び教員に講座を企画、実施

・課題研究教員研修会、課題研究交流会を通して、県内外の高校生及び教員に課題研究を普及
・学校HPで開発教材や成果の公開を行い、事業の成果や汎用性の検証

女性科学者のたまご
育成プロジェクト

探究留学制度
（OJT型教員研修）

課題研究
コミュニティ

あいち科学技術教育推進協
議会のネットワークを活か
し、グループウエア上の
ネットワーク（課題研究コ
ミュニティー）を構築

大学等の研究者、県外の
SSH校等もコミュニティに
加え、ネットワークの規模
を拡大

全国のSSH拠点校で組織さ
れるコミュニティを形成し、
全国体制で課題研究を推進

愛知県教育委員会と連携し、
集合型研修である「SSH課題研究教
員研修会」（年2回）に加え、新
たにOJT型の教員研修（探究留学制
度）を開発

探究留学参加者(教員)や所属長への
アンケート調査等をもとに、研修制
度の改善と充実を図る

課題研究コミュニティやHP等で
探究留学制度の成果と課題等を公
開し、全国の課題研究教員研修
を先導する

本プロジェクト参加後、理系大学
へ進学したOG等からの協力を得て
いくことで、持続可能なプロジェ
クトへと発展させる

名古屋工業大学ダイバーシティーセ
ンター等と連携し、“リアル”な女性
科学者から科学者のロールモデルを
中高生、保護者等が学ぶ事業や小学
校出前授業などの新規企画を開発

グローバル・
コンピテンシー養成

・開発した教材の改善及び課題研究への成果の
検証
・台湾、シンガポールの高校生との研究交流
・ＳＤＧｓ探究成果発表会（普通科・
ファッション創造科合同）の実施

・愛知県総合教育センター研究発表会の
情報部会において研究成果を発表
・台湾、シンガポールの高校生と「ＳＤ
Ｇｓ国際会議」を実施

・教材や評価方法等の汎用性の検証

・プログラミング、データサイエンス等
の指導内容の充実と新たな教材開発

・ＳＤＧｓ探究プログラムの開発
・留学生とのＳＤＧｓディスカッション
の実施

日本の女性科学者の比率が諸外国に比
べて著しく低い。高校１年の２学期に
文理選択を決定している学校が多い。

⇒高校生のみならず小中学生とその保
護者を対象とした、ジェンダーバイ
アスを乗り越える地域プロジェクト
が必要

前年度の実施状況、事業評価をもと
に各企画の内容の改善と充実を図る
とともに協力大学、企業等の増加を
図る


